
ふるさと茶屋「白山平泉寺旧青木家」がオープン
■4月22日　平泉寺町平泉寺区

　「白山平泉寺旧青木家」が空き家を活用する福井ふ
るさと茶屋としてオープンしました。喫茶スペースで
はオリジナルスイーツが提供されています。

備えは万全　春季消防訓練
■4月13日　若猪野区一帯ほか

　明治に起きた勝山大火を教訓とする春期消防訓練
が若猪野区での火災防ぎょ訓練や恒例の「走りやん
こ」、勝山サンプラザでの一斉放水などが実施され、
消防団の士気高揚を図りました。

みんなで守ろう ミチノクフクジュソウ
■4月16日　北谷町

　村岡小学校と小原ECOプロジェクトが連携して取
り組む希少植物ミチノクフクジュソウの保全活動。
この日は手作り看板の設置と観察会を行いました。

60年前の主食「カマシ」収穫祭
■4月14日　北谷町谷区

　かつやま子どもの村小学校と谷区出身者で雑穀の
一種「カマシ」を栽培しています。この日は収穫祭が
開催され、石臼やいろりを使い様々な料理を作りま
した。

鮮やかな緑を取り戻そう 平泉寺一斉清掃
■4月11日　平泉寺周辺

　地域住民やボランティアによる平泉寺白山神社の
清掃活動が行われました。落ち葉や枯れ枝を手作業
で取り除いた後には鮮やかな緑の苔が広がっていま
した。

新入学生に交通安全帽子を贈呈
■4月8日　荒土小学校

　市内小学校の新入学
生に、市と勝山交通安
全協会から黄色い交通
安全帽子が贈られまし
た。荒土小学校では贈
呈式が開催されました。
この黄色い交通安全帽
子には、新入学生を交
通事故から守りたいと
の願いが込められてい
ます。
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　
「
野
球
が
好
き
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
大
西
さ
ん
。

　

市
内
の
学
童
野
球
チ
ー
ム
「
勝
山
市

成
器
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」に
所
属
し
、
現

在
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
シ
ョ
ー
ト
を
守

る
チ
ー
ム
の
中
心
的
な
存
在
の
1
人
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

野
球
を
始
め
た
き
っ
か
け
を
た
ず
ね

る
と
「
野
球
を
す
る
お
兄
ち
ゃ
ん
の
姿

に
憧
れ
て
始
め
ま
し
た
」
と
兄
の
姿
を

追
い
か
け
て
、
小
学
校
１
年
生
の
冬
か

ら
練
習
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
そ

う
で
す
。

　

練
習
は
辛
い
時
も
あ
る
そ
う
で
す
が

「
い
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
や
守
備
が
で
き
た

と
き
が
嬉
し
い
」
と
、
試
合
で
良
い
プ

レ
ー
を
す
る
た
め
に
週
3

回
の
練
習
を
ず
っ
と
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
小
学
生
と
し

て
は
最
後
の
年
。「
目
標
は

チ
ー
ム
で
一
番
の
ピ
ッ

チ
ャ
ー
に
な
る
こ
と
で
す
」

と
ボ
ー
ル
の
回
転
を
意
識

し
て
ス
ト
レ
ー
ト
の
技
術

に
磨
き
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
守
備
も
上
手
く
、
良
い

ボ
ー
ル
を
投
げ
る
」
と
監
督

の
信
頼
も
あ
つ
く
、
勝
利
に
向
か
っ
て

チ
ー
ム
の
仲
間
と
一
生
懸
命
練
習
に
励

ん
で
い
ま
し
た
。

　

大
西
さ
ん
は
、
野
球
の
競
技
人
口
が

減
る
中
、「
女
の
子
で
も
野
球
に
興
味
が

あ
っ
た
ら
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
、
多
く
の
人
に
野
球
の
楽
し
さ
が
広

が
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

福
井
県
内
の
優
れ
た
建
築
作
品
に
贈

ら
れ
る
「
ふ
く
い
建
築
賞
」。
3
月
に
開

催
さ
れ
た
第
7
回
ふ
く
い
建
築
賞
公
開

審
査
会
に
お
い
て
、
勝
山
市
体
育
館
ジ

オ
ア
リ
ー
ナ
（
以
下
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
）
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
設
計

を
担
っ
た
ひ
と
り
が
、
石
畝
さ
ん
で
す
。

　
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
る
外
観
デ
ザ
イ
ン
の
美
し
さ
、

走
り
や
す
い
楕
円
形
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

受
賞
し
た
こ
と
で
、「
す
べ
て
の
人
が
助

け
合
い
、
共
に
生
き
て
い
く
社
会
の
な

か
で
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
達
が
ジ
オ

ア
リ
ー
ナ
を
も
っ
と
積
極
的
に
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
の
思
い
を
強
く
さ
れ
た
そ

う
で
す
。

　
「
勝
山
に
た
く
さ
ん
の
市

民
が
集
う
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
も
の
を
つ
く
り
た
い
」
と

の
思
い
が
詰
ま
っ
た
ジ
オ

ア
リ
ー
ナ
。「
ラ
ン
ニ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ヨ
ガ
、

ダ
ン
ス
も
で
き
る
身
近
な

健
康
づ
く
り
の
場
所
や
文

化
的
な
イ
ベ
ン
ト
や
発
表

の
場
と
し
て
も
利
用
し
て

ほ
し
い
」
と
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

に
は
様
々
な
目
的
を
持
っ
た
多
く
の
人

が
集
い
ま
す
。

　

石
畝
さ
ん
は
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
以
外

に
も
勝
山
市
ジ
オ
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
は
じ

め
市
内
企
業
の
社
屋
や
店
舗
な
ど
の
建

築
物
を
設
計
し
て
い
ま
す
。
今
日
も
、

勝
山
の
環
境
に
適
合
し
た
未
来
に
受
け

継
が
れ
て
い
く
建
築
物
の
姿
を
創
造
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
民
が
親
し
み
を
も
て
る
体
育
館
に
な
っ
て
ほ
し
い

チ
ー
ム
の
勝
利
に
向
か
っ
て

大
おおにし
西　縁

えん
さん（11歳)＝立川町1＝

石
いしぐろ
畝　正

まさ
樹
き
さん（58歳)　＝元町1＝

表彰式の様子
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ど
う
し
て
勝
山
で
は
、
恐
竜
化
石

が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る
の
？

　
勝
山
で
は
こ
れ
ま
で
に
新
種
の
恐
竜

5
種
を
含
む
た
く
さ
ん
の
恐
竜
や
恐
竜

時
代
の
動
植
物
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
恐
竜
化
石
が
見
つ
か
る
た
め

に
絶
対
的
に
重
要
な
の
が
恐
竜
時
代

（
中ち
ゅ
う
せ
い
だ
い

生
代
）
の
地
層
が
あ
る
こ
と
で
す
。

勝
山
の
場
合
は
、
そ
れ
に
相
当
す
る
約

1
億
2
0
0
0
万
年
前
の
手て

取と
り
層そ
う
群ぐ
ん
と

呼
ば
れ
る
地
層
が
あ
り
ま
す
。

大
陸
の
一
部
だ
っ
た
日
本
列
島
と

手
取
層
群

　
勝
山
の
手
取
層
群
は
、
現
在
の
勝
山

市
で
積
み
重
な
っ
た
地
層
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
当
時
日
本
列
島
は
大
陸
の
一
部

で
そ
こ
を
流
れ
て
い
た
川
が
運
ん
で
き

た
泥
や
砂
、
石
が
た
ま
っ
て
で
き
た
地

層
で
す
。
約
2
0
0
0
万
年
前
か
ら

1
2
0
0
万
年
前
に
か
け
て
、
こ
の
大

陸
の
一
部
が
裂
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

恐
竜
化
石
の
眠
る
地
層
が
、
現
在
の
日

本
列
島
ま
で
運
ば
れ
て
き
ま
し
た
。

石
材
か
ら
み
る
大
地
の
活
動

　
大
地
が
裂
け
る
際
に
は
大
規
模
な
火

山
活
動
が
起
こ
り
ま
し
た
。
こ
の
と
き

に
噴
出
し
た
火
山
灰
や
溶
岩
が
固
ま
っ

た
地
層
を
勝
山
市
内
で
も
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
（
岩
屋
川
河
床
、
大
鷲
滝
、

三
室
山
、
下
荒
井
近
辺
の
九
頭
竜
川
河

床
な
ど
）。
こ
れ
ら
と
同
じ
地
層
が
福

井
市
の
足
羽
山
に
分
布
し
て
お
り
、
こ

の
地
層
を
切
り
出
し
た
の
が
福
井
県
で

有
名
な
笏
し
ゃ
く
谷だ
に
石い
し
に
な
り
ま
す
。

　
勝
山
市
内
で
も
か
つ
て
カ
ク
マ
石
と

粟あ
わ
石
と
呼
ば
れ
る
石
材
が
切
り
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
カ
ク
マ
石
は
、
今
か
ら

1
0
0
万
年
ほ
ど
前
に
噴
火
し
て
い
た

経
ヶ
岳
火
山
の
溶
岩
が
固
ま
っ
た
岩
石

で
、
大
師
山
の
北
麓
で
は
、
特
徴
的
な

板
状
の
割
れ
目（
板
ば
ん
じ
ょ
う状
節せ
つ
理り

）が
発
達
し

て
い
ま
す
。
勝
山
で
は
、
か
つ
て
こ
の

石
は
屋
根
の
置
き
石
な
ど
に
用
い
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
一
方
、
粟
石
は
、
先
に

述
べ
た
手
取
層
群
の
砂
岩
を
切
り
出
し

た
も
の
で
す
。
こ
の
採
石
場
跡
が
野
向

町
牛
ヶ
谷
に
あ

り
、
現
在
で
も

矢
穴
（
石
を
切

り
出
す
と
き
に

掘
ら
れ
た
穴
）

を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
外
国
産
の
安
価
な
石
材
が
多
く
使
わ

る
最
近
で
も
、
市
内
で
は
、
か
つ
て
県

内
や
市
内
で
切
り
出
さ
れ
た
石
材
を

使
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
石
材
か
ら
地
球
の
活
動
に

思
い
を
は
せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

町
まち

　澄
すみあき

秋「大地の活動と石材」

矢　穴

「
ひ
び
き
は
空
に
」
〜
ま
こ
と 

真
・
誠
・
信
〜

勝山高校
コラム

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　

４
月
７
日
に
令
和
３
年
度
の
入
学
式

を
挙
行
し
、
新
し
く
１
１
５
人
の
新
入
生

を
迎
え
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
不
安
材
料
は
あ
り
ま
す
が
、
始
業
式
で

は
、
自
ら
進
ん
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
す
る
１
年
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
生
徒
の
皆
さ
ん
の
成
長
を

支
援
し
、「
地
域
の
学
校
」と
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
方
に
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
、
期

待
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
教
職

員
と
と
も
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

校
長　
北
出　
奈
美

進
路
だ
よ
り

令
和
２
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況

国
公
立
大
学

（
名
古
屋
大
、
筑
波
大
、
金
沢
大
、
名

古
屋
市
立
大
、大
阪
府
立
大
、信
州
大
、

新
潟
大
、大
阪
教
育
大
、長
岡
造
形
大
、

愛
知
教
育
大
、
上
越
教
育
大　

各
1

人
、
福
井
大
５
人
、
福
井
県
立
大
10

人
）、
他
に
過
年
度
生
3
人
（
福
井
大
、

新
潟
大
、
福
井
県
立
大
）

私
立
大
学

（
明
治
大
、
法
政
大
、
東
京
理
科
大
、

同
志
社
大
、
関
西
学
院
大
、
関
西
大
、

京
都
産
業
大
、
龍
谷
大
、
大
谷
大
、
福

井
工
業
大
、
福
井
医
療
大
、
仁
愛
大
、

金
沢
工
業
大
、金
沢
学
院
大
、名
城
大
、

中
京
大
、
愛
知
学
院
大
、
岡
山
理
科
大

な
ど
）

短
期
大
学

（
仁
愛
女
子
短
大
、
大
垣
女
子
短
大
）

専
門
・
各
種
学
校

　

�（
福
井
県
立
看
護
、
福
井
市
医
師
会
看

護
、
武
生
看
護
、
大
原
情
報
Ｉ
Ｔ
ク
リ

エ
イ
タ
ー
、
大
原
簿
記
法
律
な
ど
）

民
間
就
職

（
㈱
ニ
ッ
ト
ク
、
大
北
久
保
建
設
㈱
）

そ
の
他

勝高ＨＰ

ジオパークまちづくり課
主査（学芸員）
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市からのお知らせI n f o r m a t i o n

令和３年度の区長さん
 問総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116

　行政と地区住民の橋渡し役としてご活躍いただく
区長をご紹介します。（敬称略）
◎地区区長会長　○同副会長　☆同理事

勝山地区
元禄 塩見　聡
元町２ 坪内　友幸
元町３(☆) 和田　公男
昭和町１ 油谷精三郎
昭和町２(☆) 今庄　肇
昭和町３ 松村　一
旭町１(☆) 北川　龍男
旭町２ 辰澤　啓治
旭毛屋町 久保　清一
立川町(☆) 中村　真
上　郡 久保　金喜
上袋田(☆) 阿部　光郎
下袋田 山川　龍弥
上　後(○) 南部　信一
中　後(◎) 杉平　信夫
下　後 朝井　直正
上長渕(☆) 西野　誠一
下長渕（○） 織田　吉和
富　田 小林　喜幸
沢　町(☆) 柳原　寛治
芳野町 水谷　丈男

猪野瀬地区
猪野口 帰山　誠
若猪野（○） 小林　治一
高　島 伊藤　新治
西高島 三觜　博信
毛　屋 三屋　俊一
猪　野(◎) 嶋田　泰博
片　瀬 丸山　真寿
片瀬町 森景　八朗
岡横江 鳥山　昌久

平泉寺地区
平泉寺(◎) 中村　敬治
赤　尾 斉藤　雅昭
笹　尾 福田　義一
大　渡 上山　雅弘
壁　倉 山田　晋洋
岩ケ野(○) 南　都志男
大矢谷 山内　一栄
小矢谷 中山　茂治
神　野 牧野　和男
経　塚 中村　昭一
平泉寺町上野 市原　進

村岡地区
滝波町(○) 川原　龍夫
郡　町(◎) 竹内　和徳
五本寺 小林　信二
黒　原(○) 荒井由紀夫
栃神谷 田中　一郎
暮　見 植田　一成
寺　尾 前川　哲弥
浄土寺 木下　一美
長山町 笹木　正二

北谷地区
中　尾 中山　茂一
北六呂師 加藤　英孝
河　合(◎) 斉藤　甚継
木根橋 大山口健治
小　原（○） 杉吉　政巳
谷 田中久明三

野向地区
龍　谷(◎) 松谷　英隆
竹　林 吉元　禎
聖　丸 西出　健一
深　谷 大西　一男
薬師神谷 山内　則人
牛ケ谷（○） 清水　修
北野津又 松井　博文
横　倉 北川　雅敏

荒土地区
松　田 下川　幸蔵
田名部 丹後　禎一
布　市 黒田　和夫
清水島（◎） 多田　治門
北新在家 本多　範行
別　所（○） 大谷　重光
境 山内　善正
戸　倉 谷口　隆次
西ケ原 袖川　源也
新　道 岩倉　治
細野口 水上　俊成
北宮地 田中　金之
堀　名 藪下　光男
中清水 石井　多門
伊　波(○) 境井　義樹
妙金島 齋藤　治一
新　保 道林　卓惠
松ケ崎 村上　正二

北郷地区
西妙金島 乾　一雄
檜曽谷 津田四十四
新　町 平井喜兵衛
志比原 小林　滝夫
上森川 笠松　英一
下森川 松川　隆
東　野(◎) 田中　治和
伊知地 仲谷　傳次
坂東島（○） 笠羽　忠恭
北郷町上野 木下　敏秀

鹿谷地区
保　田 牧野　靖夫
西光寺 林　則栄
北西俣 四方　真二
矢戸口 中道　光男
本　郷(◎) 西川　清之
西遅羽口 伊藤　善祐
東遅羽口 石田　秀夫
杉　俣 壺内　幹夫
志　田 石田　学
発　坂 山内　幸繁
保田出村（○）牧野　英雄

遅羽地区
下荒井 鳥山　義昭
嵭　崎 山根　敏博
大　袋 牧野　栄一
新　道 酒井健一郎
北　山 斎藤佐智雄
蓬　生 桑原　良明
中　島(◎) 松山　滋貞
千代田(○) 石倉　幸徳
比　島 松山　勝彦

お
め
で
と
うござ

い
ま
す

春
の
叙
勲
を
ご
紹
介

�

（
順
不
同
）

叙
勲
受
章
者

旭
日
小
綬
章

北き
た
や
ま山　
謙け
ん
治じ

さ
ん（
82
）

＝
沢
町
１
＝

　

昭
和
62
年
に
勝
山
市
議
と
な

り
8
期
在
職
。議
長
や
副
議
長
、

産
業
経
済
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
し
、
長
尾
山
総
合
公
園

の
整
備
な
ど
地
域
の
産
業
振
興

や
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
の
発
足
な
ど

生
活
環
境
整
備
な
ど
に
貢
献
し

ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

安や
す
居い　
久ひ
さ
し
げ繁
さ
ん（
78
）

＝
鹿
谷
町
保
田
＝

　

平
成
7
年
に
勝
山
市
議
と
な

り
6
期
在
職
。議
長
や
副
議
長
、

産
業
福
祉
委
員
会
委
員
長
な
ど

を
歴
任
し
、
中
部
縦
貫
自
動
車

道
や
県
道
勝
山
イ
ン
タ
ー
線
な

ど
の
道
路
整
備
の
促
進
や
教
育

と
福
祉
行
政
の
充
実
な
ど
に
貢

献
し
ま
し
た
。
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省略記号　時�–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

◆
前
期
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

受
付
期
間
▼
5
月
13
日
㈭
～6

月
11
日
㈮

※�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
土
、日
、

祝
日
を
除
く
）

一
次
試
験
▼
7
月
11
日
㈰

※�

二
次
試
験
の
詳
細
は
一
次
試
験
合
格
者
に

通
知
し
ま
す

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

試 

験
内
容
▼
教
養
試
験
、
性
格
特
性
検
査
、

作
文
試
験

申 

込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
総
務
課
人
事
職
員
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い

最
終
合
格
発
表
▼
8
月
下
旬

３
０
０
０
円
相
当
を
進
呈

　

５
月
１
日
以
降
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
さ
れ
た
方
に
、
３
０

０
０
円
相
当
の
ギ
フ
ト
券
を
進
呈
し
ま

す
。（
令
和
4
年
1
月
31
日
申
請
分
ま
で
）

ギ
フ
ト
券（
①
～
③
い
ず
れ
か
１
つ
）

① 

P
a
y
P
a
y
ギ
フ
ト
カ
ー
ド

②
Q
U
O
カ
ー
ド

③
図
書
カ
ー
ド

※�

ギ
フ
ト
券
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

お
渡
し
時
に
併
せ
て
進
呈
し
ま
す

　

市
内
で
の
消
費
拡
大
に
よ
り
、
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
電
子
マ

ネ
ー
決
済
サ
ー
ビ
ス
「
P
a
y
P
a
y
」

を
利
用
し
た
ポ
イ
ン
ト
還
元
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
内
対
象
店
舗
で
の
支
払
い
に

P
a
y
P
a
y
を
利
用
す
る
と
20
％
の

P
a
y
P
a
y
ボ
ー
ナ
ス
を
付
与
し
ま
す
。

※�

利
用
で
き
る
店
舗
に
は
下
記
の
ポ
ス

タ
ー
な
ど
が
提
示
し
て
あ
り
ま
す

◆ 

後
期
試
験
（
高
校
卒
業
程
度
お
よ

び
専
門
職
）

一
次
試
験
▼
9
月
19
日
㈰

交
付
申
請
は
身
近
な
場
所
で

　

左
記
の
場
所
で
交
付
申
請
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と 

こ
ろ
▼
市
役
所
窓
口
、
公
民
館
、
図
書

館
、
す
こ
や
か
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

出
張
申
請
サ
ー
ビ
ス

　

職
場
や
地
域
団
体
な
ど
に
職
員
が
出

向
き
、
カ
ー
ド
の
申
請
・
受
け
取
り
が
で

き
る
出
張
申
請
を
行
っ
て
い
ま
す
。
顔
写

真
撮
影
も
そ
の
場
で
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

消
費
還
元
期
間
▼

６
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

付
与
上
限
▼
1
0
0
0
円
／
回

付
与
合
計
上
限
▼
1
万
円

令
和
３
年
度
勝
山
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験

�

問
総
務
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
1
1
1
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

市
内
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

�

問
商
工
観
光
・
ふ
る
さ
と
創
生
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
5

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

試験区分 事務職

採用人数 3人程度

受験資格 問わない

生年月日
平成4年4月2日～

平成12年4月1日

試験区分 事務職 社会福祉士 消防士

採用人数 1人程度 1人程度
2人程度

（うち、救急救命士
の資格１人程度）

生年月日
平成12年4月2日～
平成16年4月1日

平成4年4月2日～
平成12年4月1日

平成4年4月2日～
平成16年4月1日

※受験資格や受付期間などの詳細は広報かつやま７月号でお知らせします
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

市からのお知らせI n f o r m a t i o n

「
5
月
は
消
費
者
月
間
」

消
費
生
活
相
談
概
要

　
勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年

多
く
の
消
費
生
活
に
か
か
る
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
暮
ら
し
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ど
ん
な
相
談
が
あ
る
の
？

　
令
和
2
年
度
は
、
2
8
1
件
の
相
談
が

あ
り
、
60
歳
代
以
上
の
相
談
が
約
6
割
で

し
た
。

　

相
談
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

◦
不
審
な
電
話

◦
宅
配
便
を
か
た
る
詐
欺

◦�

光
回
線
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
の
強
引
な
電
話
勧
誘

◦
健
康
食
品
や
化
粧
品
の
定
期
購
入

　
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
関
連
相
談
や
豪
雪
ト
ラ
ブ
ル
関
連
が

あ
り
ま
し
た
。

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

相
談
事
例
の
ご
紹
介

　

市
で
受
け
た
消
費
者
相
談
の
詳
細
を

◆
勝
山
市
く
ら
し
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
朝
井　
和
美
・
大
瀬　
浪
子

　
四
谷　
真
弓
・
前
田
ふ
み
え

◆
勝
山
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー

　
勝
山
地
区　
　
森　
　
茂
子

　
　
　
　
　
　
　
北
沢　
辰
子

　
猪
野
瀬
地
区　
北
坂　
理
恵

　
平
泉
寺
地
区　
手
塚　
裕
子

　
村
岡
地
区　
　
川
崎
千
惠
子

　
北
谷
地
区　
　
方
堂　
艶
子

　
野
向
地
区　
　
森
本　
陽
子

　
荒
土
地
区　
　
中
村
三
千
代

　
北
郷
地
区　
　
澤　
里
瑛
子

　
鹿
谷
地
区　
　
山
内　
敬
子

　
遅
羽
地
区　
　
松
山　
智
子

広
報
プ
ラ
ス
版
や
公
民
館
だ
よ
り
な
ど

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
参
考
に
、

ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
で
き
る
賢
い
消
費
者

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

く
ら
し
の
ご
相
談　
承
り
ま
す

　

意
識
調
査
な
ど
の
消
費
者
行
政
に
ご

協
力
い
た
だ
く
令
和
３
年
度
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
や
モ
ニ
タ
ー
に
、
次
の
方
々
を
委

嘱
し
ま
し
た
。

　

く
ら
し
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

“
消
費
”で
築
く
新
し
い
日
常

�

問
勝
山
市
消
費
者
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
3

　シルバー人材センターで

　　　　「その技術」と「経験」と

　　　　　　　「やる気」活かせます！
施施設設内内清清掃掃、、剪剪定定、、草草刈刈りりのの仕仕事事ををししたたいい方方をを

募募集集ししてていいまますす。。《説明会》　

　毎週第４金曜日　午後１時３０分～事務所にて
5/28（金）・6/25（金）・7/23（金） ※直近の

　　実施日

高高齢齢者者活活躍躍人人材材確確保保育育成成事事業業（（福福井井県県ｼｼﾙﾙﾊﾊﾞ゙ｰー人人材材ｾｾﾝﾝﾀﾀｰー連連合合））

【【おお申申込込みみ・・おお問問合合せせ】】

公公益益社社団団法法人人　　勝勝山山市市シシルルババーー人人材材セセンンタターー

勝勝山山市市本本町町１１丁丁目目９９--４４００　　☎☎8888--11888811

マスクたくさんあります。

玉木新雌！

おすすめです。

住所：勝山市元町１丁目9-21-3 TEL：０７７９－８７－２６１３

　営業時間：１０:００～１９:００ 定休日：第1,3月曜日,第2,4,5日曜日

健康美肌 ボンタマキ

くらしの意識調査
「新型コロナウイルス感染症と消費生活」
　消費者センターでは、新型コロナウイルス
感染症の拡大によって消費者の意識や暮らし
がどのように変化したかをアンケート調査を
しました。（無作為・200世帯）
問
あなたの家計
でこの一年間
で新型コロナ
ウィルスの影
響を受けまし
たか？

　食費と水道光熱費が増えた方や交際費が
減った方が5割近くいることが分かりました。
これは、ステイホームで外出機会が減った影
響が考えられます。
　今回の調査からは、消費者の暮
らしの変化がわかります。結果を
参考にし、冷静な消費行動を行い、
生活を見つめ直しましょう。

食費

水道光熱費

増えた　　減った　　変化なし
不明　　もともとない　　無回答

交際費

0 20 40 60 80 100
（％）

詳細は
こちら
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行　事　案　内

市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

生
活
習
慣
病
は「

早
期
発
見
・
早
期
改
善
」

　

生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
う

ち
に
進
行
し
、
異
常
を
感
じ
た
時
に
は
す

で
に
重
症
化
し
て
い
る
こ
と
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
今
後
も
健
康
に
お
過
ご
し
い
た

だ
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
健
康
診
断
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

◆
国
民
健
康
保
険（
30
歳
～
74
歳
の
方
）

負
担
額
▼
5
0
0
円

◆
後
期
高
齢
者
健
診（
75
歳
以
上
の
方
）

負
担
額
▼
無
料

と 

こ
ろ
▼
指
定
の
医
療
機
関
、
す
こ
や
か

（
ど
ち
ら
も
要
予
約
）

内 　
容
▼
測
定
（
身
長
・
体
重
・
腹
囲
・

血
圧
）、検
査（
尿
、血
液（
脂
質・血
糖・

肝
機
能
・
貧
血
・
尿
酸
・
ク
レ
ア
チ
ニ

ン
・
眼
底
）、
心
電
図
、
診
察

健 

診
日
▼
広
報
プ
ラ
ス
版
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

※�

受
診
券
は
5
月
下
旬
頃
発
送
し
ま
す

※�

人
間
ド
ッ
ク
を
申
し
込
ま
れ
た
方
は

受
診
で
き
ま
せ
ん

※�
受
診
時
に
は「
受
診
券
」「
問
診
票
」「
検

査
料
金
」「
被
保
険
者
証
」を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い

受
け
て
安
心
！
健
康
診
断

�

問
健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）☎
87
‐
0
8
8
8

省略記号　時�–とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

世界がもし 
100人の村だったら

時5月22日㈯午後3時～、23日㈰午後
2時～所越前大仏講堂内タップダンス
な ど 講TAP�DANCE�STUDIO足 音、
劇団ドラゴンファミリー定両日100席
費500円（拝観券付き、未就学児無料）
申・問 TAP DANCE STUDIO足音
☎89 ｰ 1723

ノルディック・ウォーク 
地域に眠る歴史を訪ねて

時5月29日㈯午前9時～（8時45分集
合）※小雨決行所旧木下家住宅周辺講

四谷憲夫氏、山田雄造定15人費100円
締5月21日㈮
申・問 北郷公民館　☎89 ｰ 1001

大師山自然観察会
「紫

シ ソ バ
蘇葉立

タツ
浪
ナミ

と古寺探訪」
時5月29日㈯午前9時～（3時間程度）
所市民交流センター前駐車場集合定20
人（先着順）費200円講わくわく体験学
習推進隊持山登りをできる服装、水筒、
タオル、雨具など締５月26日㈬
申・問 猪野瀬公民館　☎88 ｰ 0313

　
雨
上
が
り
の
少
し
ひ
ん
や
り
と

し
た
空
気
の
中
、
中
世
の
石
畳
道

が
続
く
菩
提
林
、
鮮
や
か
な
緑
の

苔
が
広
が
る
平
泉
寺
境
内
を
歩
く

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
も
お
す
す

め
で
す
。�

（
M
）

　

今
年
度
の
「
広
報
か
つ
や
ま
」

は
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
変
更
や
特

集
記
事
の
強
化
な
ど
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
編

集
後
記
の
再
開
も
そ
の
一
つ
で

す
。
今
年
度
も
広
報
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。�

（
S
）

編
集
後
記
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独立行政法人地域医療機能推進機構 

福井勝山総合病院 

看 護 師 急 募 ! ! 

おお問問合合せせ先先  総総務務企企画画課課  竹竹内内  00777799--8888--00335500  

 常常 勤勤  非非 常常 勤勤  

任任 期期 付付  夜夜勤勤専専従従  

メメモモリリ－－ナナ紫紫苑苑

（（００７７７７９９））

●毎週火曜日（９時 分～１ 時 分）

オープンスペースとして無料開放★
お一人様でも、お友達と一緒でも！

当会館で、ゆっくりとおくつろぎください。

（無料お飲み物・無料 あり）

・マスクの着用をお願いいたします。

・都合により開放できない場合もあります。

し おん

どんな小さなことでも、

お気軽にご相談ください。

事前相談随時受付中

❁❁パシオンの会❁❁ 会員募集中！

～地域の皆様の心に寄り添う～

家族葬 ・ 一般葬 ・ 多目的施設貸出

２４時間３６５日対応 〒 勝山市滝波町 丁目

ご入会でとっても

お得な５大特典！

０円勝勝山山会会館館
●『１日１組限定』
コロナウイルス感染拡大防止徹底宣言

《安心・安全をサポート》

コロナ渦だからこそ親しい方々で

ゆっくりとお過ごしいただけます。

月々の掛け金

年会費・更新費

人口の動き（前月比）　※4月末現在
総人口 22,384人（－37） 世帯数 7,933世帯
男性 10,698人（－14） 出生 11人 死亡 26人
女性 11,686人（－23） 転入 33人 転出 55人

４月の交通事故（前年比）
事故 22件（＋1）
死者 0人（－1）

負傷者 1人（＋1）

５月の納税
軽自動車税（1期）

納期限 5月31日㈪
口座振替 5月26日㈬


